
立川市旧清掃工場解体

事業説明会
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旧若葉小学校体育館

令和５年７月30日（日）午前10時～11時

令和５年７月28日（金）午後７時～８時

説明会次第

・開会

・挨拶

・出席者紹介

・旧清掃工場解体に関する事業説明

・質疑応答

・閉会

P2



旧清掃工場解体に関する事業説明

１ 旧清掃工場の歴史

２ 清掃工場の移転

３ 解体工事の概要

４ 事業スケジュール

５ 敷地平面図

６ 土壌汚染調査

７ 施工平面図
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８ 仮設工法

９ 煙突解体

10 周辺環境対策

11 環境モニタリング

12 家屋調査

13 今年度の予定

 昭和27年９月 現・若葉町に塵芥焼却場（15ｔ/日）が完成

 昭和43年７月 塵芥焼却場新型焼却炉が完成（80ｔ/日×２基）

 昭和54年10月 １･２号炉（90ｔ/日×２基）が完成

（名称を｢清掃工場｣とする）

 平成４～６年 ３号炉の増設にあたり、周辺自治会と協定締結

 平成９年４月 ３号炉の増設及びグリーンセンター設置

 令和４年11月 立川市クリーンセンター試運転に伴い､ごみの受入終了

 令和４年12月 滞留ごみを燃やし切り、稼働停止
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１ 旧清掃工場の歴史
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１ 旧清掃工場の歴史

 昭和54年当時のごみの搬入の様子

塵芥焼却場から｢清掃工場｣へと名称変更

 平成９年の３号炉増設
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１ 旧清掃工場の歴史

処理能力

１･２号炉： 90ｔ/日×２基（180ｔ/日）

３号炉：100ｔ/日×１基（100ｔ/日）

合 計： ３基（280ｔ/日）

昭和54年式の１･２号炉（90ｔ/日×２基）に加え､３号炉（100ｔ/日）が完成



 新清掃工場整備運営事業
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２ 清掃工場の移転

立
川
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
地

立川市クリーン
センター建設地

｢立川市クリーンセンターたちむにぃ｣については、

令和２年７月に工場棟などの建設工事に着手。

試運転期間を経て、令和５年３月に本格稼働し、

現在に至ります。

３ 解体工事の概要
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１.工事場所 立川市若葉町四丁目11番地の19

２.工事期間 令和５年度 ～ 令和９年度 （予定）

３.面 積 (1) 敷地…9,554.44㎡ (2) 建築…4,968.67㎡ (3) 床…10,429.37㎡

４.解体施設

(1) 工場棟 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造他、地下３階、地上４階

(2) 付属棟他 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、地上２階

(3) 煙突 外筒…鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、内筒…鋼板製３本、高さ100m

５.処理能力 280ｔ/日（１･２号炉…90ｔ/日×２基、３号炉…100ｔ/日×１基）

６.仮設工法 全覆い仮設テント方式

７.予 算 額 総工事費：約51.6億円

立川市クリーンセンターたちむにぃの供用開始に伴い令和４年度に稼働停止した

旧清掃工場は、令和５年度以降に解体撤去工事を行います。

旧清掃工場は、第一種住居地域に立地。周囲に民家や公園、バス停等が隣接して

いるため、解体工事により発生する騒音や粉じんの飛散等を極力抑えるよう養生対

策を適正に実施し、周辺環境への影響に十分配慮しながら施工します。



４ 事業スケジュール
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仮囲いや足場など仮設工事の後、付着物洗浄の除染工事を行い、設備､建屋､煙突、

基礎の順で解体します。なおプラットホームと付属棟は先行解体を計画しています。

また、工事期間中に環境調査（騒音・振動、ダイオキシン類等）を行います。

項 目 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

準備・共通仮設

土壌汚染調査

仮設工事（足場・養生等）

仮設テント設置（予定）

除染工事（有害物除去）

機器解体工事

建屋解体工事

煙突解体工事

基礎解体工事

整地工事

環境調査（騒音･振動､ダイオキシン類等）

ダイオキシン類、アスベスト等

先行解体
（プラットホーム､付属棟）

５ 敷地平面図
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防災

タンク

凡 例

解体範囲

解体撤去等対象物

工 場 棟

若

葉

緑

地

温室

付属棟
（グリーンセンター）



凡 例

土壌汚染が存在するおそれ
があると認められる土地

過去から現在まで、焼却炉
や排水管等が存在した箇所

６ 土壌汚染調査
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土壌汚染状況調査
計 画 図

若

葉

緑

地

温室

（グリーンセンター）

付属棟

工 場 棟

７ 施工平面図（イメージ）
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工 場 棟

若

葉

緑

地

温室

付属棟

（グリーンセンター）

①

②



全覆い仮設テント方式（施工イメージ写真・イメージ図）
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②

８ 仮設工法（イメージ）
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（出典）社団法人 全国都市粉じん飛散防止協会ＨＰ

①

②

前室

①
②

前室

９ 煙突解体（イメージ）
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100ｍ

地面

移動式の
仮設小屋

外筒の解体作業

移動式仮設小屋の室内

天井クレーン

ﾜｲﾔｰｿｰ

密閉された
作業室内

ワイヤーソーを使用し
室内で短冊状に切断後
天井クレーンで煙突の
内部から降ろします

内筒
(鋼板製)

外筒
(鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)



10 周辺環境対策
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（１）騒音・振動対策

低騒音型重機の採用、工事車両台数の低減、走行速度制限

（２）ダイオキシン類・アスベスト等汚染物質の飛散対策

① 全覆い仮設テント内において養生シートで作業場所を覆い密閉化

② 管理区域内を負圧状態にして室内空気の漏洩を防止（常に外気流入状態）

③ クリーンルーム設置により人の出入りによる汚染物の拡散を抑止

（３）汚染水の流出防止対策

仮設排水処理設備で環境基準値以下まで処理して循環再利用。場外には無放流

（４）粉じん飛散防止対策

コンクリート等解体時の粉じんの飛散を散水により抑制。全覆い仮設テント方式の

採用により、荒天時以外は作業の続行が可

（５）悪臭拡散防止対策

全覆い仮設テントで覆うことで、ごみピット等のガラに付着した悪臭の拡散を防止

11 環境モニタリング
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（１）粉じんの連続測定

仮設テント内部の空気を浄化する集じん換気装置の排気口付近に

デジタル式粉じん測定器を設置し、連続測定

（２）管理区域内圧力監視

管理区域に圧力計を設置し、室内の負圧状態を常時監視

（３）騒音・振動連続測定

工事現場入口に騒音・振動計を設置し、連続測定結果を表示

（４）大気中ダイオキシン類測定

敷地境界における大気中のダイオキシン類を工事前・中・後で測定

し、周辺環境への影響を調査

（５）土壌中ダイオキシン類測定

敷地内の土壌に含まれるダイオキシン類を工事前・中・後で測定し、

周辺環境への影響を調査



12 家屋調査（イメージ）
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工 場 棟

若

葉

緑

地

煙突

温室

付属棟
（グリーンセンター）

敷地境界から民地側へ３０ｍの
区域を調査範囲とする予定です。

※工事に伴う環境調査標準仕様書及び
環境調査要領(平成28年)(東京都建設局)

30ｍ

凡 例

家屋調査範囲（参考）

13 今年度の予定

・令和５年８月 施工者選定等手続き

・令和５年11月 工事請負契約締結

・令和５年12月末 グリーンセンター利用終了

・令和６年１～２月 旧清掃工場解体工事説明会

・令和６年１月 土壌・有害物質等調査開始

・令和６年２月以降 解体工事着手
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本日ご説明させていただいた内容は本市

が考えている解体事業の概要になります。

実際に現場で行う施工方法等は、施工者

決定後に開催予定の｢工事説明会｣において、

改めてご案内させていただきます。

ご清聴、ありがとうございました。
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おわりに

（お問い合わせ先）

立川市環境下水道部

クリーンセンター

旧清掃工場担当課

電 話：042-536-2921

ﾌｧｸｼﾐﾘ：042-535-3252

Ｅメ--ル：seisoujimusho@city.tachikawa.lg.jp
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